
第３８２回テレビ神奈川放送番組審議会           

１ 日    時   ２０１８年２月２０日（火）午後２時～３時３０分 

 

２ 場    所   MBC ２階 テレビ神奈川 第１会議室  

 

３ 委員総数  ８名  出席者７名、欠席者１名 伊藤有壱委員 

 

出席委員；  山田一廣委員長、布施勉副委員長、白石俊雄委員、林義亮委員、 

五大路子委員、吉川知惠子委員、二宮泉委員 

ｔｖｋ；中村行宏社長、押川渉取締役、角田光広スポーツ部長、 

竹野洋介プロデューサー、近藤和之編成部長 

 

４ 議  題   （1）放送番組 

   資料：①２月のタイムテーブル 

      ②２月・３月の特番一覧表 

（２）視聴合評 

 『ありがとうベイスターズ！ 

今年も番組内でタイトル決めちゃいますＳＰ！（仮）』 

                   ２０１７年１２月３０日（土）午後４時５５分～５時５５分 

（３）その他 報告事項 

   ・視聴者対応 

       報告期間：２０１８年１月１３日（土）～２月１６日（金） 

   ・第３８１回（１月）放送番組審議会の議事報告 

              （「猫ひたプラス」２０１８年１月１２日放送ＶＴＲ） 

                      

５ 議事内容 ２ページ以降に記載 

６ 審議機関の答申または改善意見に対してとった措置及びその年月日     

特になし 

７ 審議機関の答申または意見の概要を公表した内容・方法及び年月日 

（１）２０１８年２月１６日（金）「猫ひたプラス」（１２：００～１２：１５）の 

「放送番組審議会からのお知らせ」コーナーで審議内容を司会者が報告 

（２）審議概要を当社インターネットホームページに掲載  

  

 



近藤編成部長 定刻前ですが、全員揃いましたので、第３８２回テレビ神奈川放送番組審議

会を始めさせていただきます。山田委員長お願いいたします。 

山田委員長 それでははじめさせていただきます。私事ですが、冬の韓国に２度ほど足を

運んだことがあります。昭和５０年代のことですが。冬の韓国はソウルでもイン

チョンでも本当に底冷えがするような寒さでして、肌に張り付く空気が痛い感

じです。そういう中で今回オリンピックが開催されているピョンチャンは、もっと

北の方にありますので相当寒いのではないかなと想像を絶するぐらいの感じ

です。そのピョンチャンで今熱い闘いが繰り広げられておりまして、序盤戦日

本はあまりパッとしませんでしたが、中盤から終盤にかけて選手が一生懸命

頑張って、前回よりメダル数が多いということで、これからも残された時間は少

ないですが楽しみです。それでは３８２回番組審議会を始めさせていただき

ます。中村社長の方からお願いします。 

中村社長 本日はお忙しいところをありがとうございます。今委員長からもお話がありまし

た通り、今スポーツは冬のオリンピックですけれども、間もなく春の選抜高校

野球が来月２３日から開幕ということで、今回神奈川からも２校、東海大相模

と慶応義塾の２校が出るということです。こちらの方、私どもはピョンチャンオリ

ンピックは１日だけ放送させていただいただけでございまして、むしろこの春

の選抜の両校の活躍に期待したいと思っております。下馬評だと東海大相

模が「少し頑張れるかな」で、慶応の名前が全然下馬評には出てこないとい

うのが今の状況のようですが。私どもも開幕の少し前に壮行番組もやります

し、実は３月９日金曜日に２校揃って表敬に来てくれる、そんな様子も撮らせ

ていただこうと思っております。ピョンチャンの熱さに負けない闘いを、是非し

てもらいたいなと期待しているところです。あと、間もなく３.１１が来るわけで

す。この前報道の人間に聞きましたら、私どものニュースでも「ボランティアバ



スをまた出します」というご案内をしようと。うちで出すわけではないですが、

その数もだいぶ減ってきているわけでして、大人数でないとできないこととい

うのは、だいぶ減ってきてはいるのでしょうが、それでもまだまだ片付いてい

ないことは多いでしょう。そうしたことをボランティアバスでみなさんで行ってい

ろいろ支援するということも、忘れずに伝えていかなくてはいけないなというこ

とを、この間も報道と話をしながら改めて感じました。そんなことで、今日もよ

ろしくお願いします。 

山田委員長 ありがとうございました。それでは、本日の議題に沿って進めていきたいと思

います。まず最初に放送番組について。これはお手元の２月のタイムテーブ

ル、２月・３月の特番一覧表を参照していただきながら、事務局からお願いい

たします。 

近藤編成部長 それではまずタイムテーブルのご説明をさせていただきます。表紙と裏表紙

は「クルマでいこう！」という３０年以上やっている番組で、毎年１回「ＥＮＧＩＮ

Ｅ ＦＯＲ ＴＨＥ ＬＩＦＥ ＡＷＡＲＤ」ということで、「クルマでいこう！」の中で視

聴者の皆さまからアンケートを取って、「一番良かったクルマ」「印象に残った

クルマ」というものを番組でご紹介しております。２０１７年に関してはスズキの

ＳＷＩＦＴ ＳＰＯＲＴＳという車が受賞して、こちらの方は浜松市にあるスズキ歴

史館で撮影をしてまいりました。スズキ車が２車種、ＳＷＩＦＴ ＳＰＯＲＴＳとＳ

ＷＩＦＴでした。２月から朝の６時半から７時半ですが、「ＢＢＣ ＷＯＲＬＤ ＮＥ

ＷＳ」の編成を始めました。こちらは日本の「ＢＢＣ ＷＯＲＬＤ ＮＥＷＳジャパ

ン」の方から朝６時半から７時のものは録画放送、７時から７時半は生放送で

お送りします。サマータイムになると全て生放送になりますが、サマータイム

は３月からなので、３月からすべて生放送になります。その後は「ＮＥＷＳ９３０

α」と金曜日の「ｔｖｋＮＥＷＳハーバー」をご紹介しています。その下は新番



組で、「帰ってきたウルトラマン」「名古屋行き最終列車２０１８」、これはメ～テ

レさんの番組です。あとは「必殺仕置屋稼業」です。それと２月１４日は「神奈

川県公立高校入試問題解答速報」を編成しました。また２月２５日は「毎日映

画コンクール」の模様をダイジェストで、夜７時から７時５５分でお送りします。

「ｔｖｋの深夜アニメ」２５時から２５時３０分、月曜日から金曜日です。他、台湾

ドラマ、「関内デビル」「あっぱれ！ＫＡＮＡＧＡＷＡ大行進」をご紹介していま

す。タイムテーブルは以上です。続きまして特別番組です。２月２５日「エンタ

メ開放区 プリンスアイスワールド４０ｔｈ ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ ＲＯＡＤ ＯＦ ＴＨＥ Ｉ

ＣＥ」。こちらは私どもの関連会社ｔｖｋコミュニケーションズがチケット販売など

を手掛けておりますので、こちらを編成しています。今年は安藤美姫、村上

佳菜子、小塚崇彦、その他冬季オリンピックに出たスケーターたちが新横浜

スケートセンターで４月２８日から５月５日に行われます。その次が「クミコが行

く 世界遺産・熊野本宮 ふれあい旅」ということで、こちらはテレビ和歌山さ

んから熊野本宮創建２０５０年祈念ということで、和歌山の情報番組です。そ

の後２月２５日「毎日映画コンクール表彰式」。２月１５日にミューザ川崎シン

フォニーホールで行われました「毎日映画コンクール表彰式」をダイジェスト

でお送りします。今年は日本映画大賞として大林信彦監督の「花筐」、岸善

幸監督の「あゝ、荒野」という映画が選出されています。２月２５日「川崎市議

会座談会」こちらは２月１３日から行われています第一回定例会の予算審議

が３月５日から行われますので、こちらを直前ということでお送りします。２月２

５日ですが、「福岡恋愛白書」。こちらは九州朝日放送、福岡になります。福

岡の視聴者が実際に体験した恋のエピソードをまとめた純愛ドラマで、今年

で１２回目になります。その後３月４日「神奈川県公立高校入試 特色検査解

説」ですが、こちらは神奈川県の横浜翠嵐高校、湘南高校、横浜サイエンス



フロンティア高校などの難関校が、５教科の学力検査に加えて第６の入試科

目と言われている特色検査というものを各校ごとにやっておりまして、こちらを

解説をさせていただきます。その後５日６日「神奈川県議会中継」です。２月

９日から行われている第１回定例会の本会議の模様をダイジェストでお送りし

ます。その後３月１３日１４日「神奈川県家庭婦人バレーボール大会」。こちら

も毎年恒例になっています。１１月１６日から地区大会が開催されておりまし

て、先週日曜日に地区大会がすべて終わりまして、３月３日４日、藤沢市の

秋葉総合文化体育館で行われる決勝大会をオンエアさせていただきます。

その後３月１６日「ことば～あなたの愛する日本語はなんですか？～（仮）」。

こちらはドラマ「希望の翼」を制作いたしましたｔｖｋのＯＢが制作する番組で、

日本文化、日本の芸術というものを知ってもらうために日本語をテーマにした

番組をということで、ロバート・キャンベルさんと又吉直樹さんが出演する番組

です。その後３月１７日、「信州ステキライフ」、こちらは長野朝日放送さんの、

「長野で暮らしませんか」というものです。その後３月２１日は映画の時間で

「君の名は 第二部」です。こちらは大みそかに「君の名は」をオンエアしたと

ころ、視聴者の方からかなりのお電話をいただいたので、今回は第二部を編

成いたします。３月２２日「高校野球壮行特番」。先ほど社長からも話がありま

したが、３月２３日から４月４日までの１３日間、慶応高校は９年ぶり９回目、東

海大相模が７年ぶり１０回目ということで、こちらの壮行番組をお送りします。

３月２７日２８日は「神奈川県議会予算委員会中継」こちらは３月１２日から行

われます平成３０年第１回定例会をお送りします。その後「横浜市会ダイジェ

スト」。こちらも平成３０年度第１回定例会です。３月２９日に「神奈川県議会

予算委員会中継」、こちらも先ほどと同様です。その後３月２９日夜９時から

「ベイスターズ開幕直前スペシャル」。翌日３月３０日に開幕しまして、ｔｖｋとし



ては現状４１試合を編成することが決まっております。３月３０日の開幕直前と

いうことで、今日もベイスターズの番組を見ていただきますが、開幕直前スペ

シャルをお送りします。３０日は「春休みアニメ名作劇場 ジャングル大帝」、

「猫のひたいほどワイドスペシャル」ということで、こちらは３月３日のイベントを

交えながら。３月３１日は「僕たちの小トリップ～広島篇～」ということで、牡蠣

を特集します。３月３１日は「人狼特番～人狼ゲーム公開記念スペシャル～」。

こちらは今オンエアしているドラマの映画化がありまして、４月７日の劇場公

開となっております。駆け足でしたが、２月３月の特別番組をご紹介しました。

以上です。 

山田委員長 ありがとうございました。事務局から２月のタイムテーブルと、２月から３月にか

けての番組について説明がありましたが、これについてご意見、ご質問等が

ございましたら。 

吉川委員 さっき社長からお話が３．１１に絡んであったと思うんですが、特に特番系で

は予定していないんですか。 

中村社長 特番系では、はい。ニュースの方で取材に行くかどうかまだ聞いていません

が、そういうことがあるかもしれませんが。 

林委員 よろしいですか。 

山田委員長 どうぞ 

林委員 ３月１６日の「ことば」という番組が仮題のようですが、ＯＢの制作というのはよ

くあることでしたっけ。 

中村社長 「希望の翼」というのを寒河江正さんというＯＢで、その時も、もううちを卒業さ

れた後で。要はそういう企画を立てたのでと。セールスも一緒に頑張ってやり

ましょうということでやります。今年度開局４５周年もあって、それの一つの位

置付けではあります。 



山田委員長 他にございませんか。ないようでしたら、今日は視聴合評で「ありがとう！ベイ

スターズ」という１時間の番組で、これにいろいろ、球春も近いですし、２番目

の視聴合評に移りたいと思います。 

近藤編成部長 こちらは昨年１２月３０日放送で、午後４時５５分からオンエアしました「ありが

とう！ベイスターズ」です。今日は角田スポーツ部長とプロデューサーの竹野

が同席しております。よろしくお願いします。 

  視   聴   合   評 

山田委員長 ありがとうございました。昨年は本当にベイスターズ、ハラハラドキドキしなが

ら楽しませていただきまして、まさにタイトル通り「ありがとう！ベイスターズ」と

いうことなんですが、改めて竹野プロデューサー、角田スポーツ部長から番

組の意図などをお話しいただければと思います。 

角田スポーツ部長 それでは私、角田の方から。皆さまご存知のように、私どもｔｖｋではベイスタ

ーズを応援して中継も数多くやらせていただいておりまして。開局以来、大

洋ホエールズだったころから局としてベイスターズを応援してまいりました。

局として年末にファンの方々が望まれるようなベイスターズを応援する番組を

やるのは、非常に意味があることではないかということで、こういう番組を放送

させていただきました。番組の内容については竹野プロデューサーからお話

しさせていただきます。 

竹野プロデューサー 竹野と申します。よろしくお願いいたします。今角田が言ったように、今年は

ベイスターズが２年連続のクライマックスシリーズと、１９年ぶりの日本シリーズ

出場と、本当に横浜が盛り上がって、横浜スタジアムも満員御礼を連発する

ような状況で。ベイスターズのファンも増えている状況で、地元局として年末

という局の一番重要なコンテンツをぶつけるタイミングで、横浜ＤｅＮＡベイス

ターズの番組をしたいということで放送することになりました。年末というタイミ



ングもあって、去年も私が番組に参加させていただいたんですが、座談会と

称して居酒屋を設定しましたのは、ご出演いただいたメンバーは本当にベイ

スターズ愛が強い方々で。その中で居酒屋という場所で、緩い雰囲気で仕

事を終わったサラリーマンたちが居酒屋で飲んでいる感覚のイメージを出し

たいなと、セットもあのように用意してやらせていただきました。出演していた

だいた吉川さんや野村さんや村瀬さんにはアンケートを取って、本人の熱く

なった試合をピックアップさせていただいているんですが、それ以外は本当

にベイスターズ愛が強い方々なので、ある種「ご自由にトークしてください」と

いう雰囲気を作りました。放送自体、トーク部分は３０～４０分ぐらいだったと

思いますが、実質３時間ぐらいしゃべっていまして、かなり長い現場ではあり

ました。その分本当に、ベイスターズのファンからは結構、イベントで会った

時も「あの番組、面白かったよ」と声を実際にかけていただいて、やった価値

はあったのかなと思っております。トークの内容も今永選手の「～だよ」とか下

園さんが出てきた「ゾノアイ」とか、ベイスターズファンの皆さんは笑っていると

ころだと思うんですが、それ以外の方にはあまりなじみがない言葉かもしれま

せんが。神奈川県民やベイスターズファンにとっては、すごいポイントになる

話題のトークもあったのかなと思っております。その点、逆に言うと難しいとこ

ろもいろいろありました。選手が１２月はオフシーズンになってしまいますので、

実質放送は１２月末だったので、制作の内容を詰めていく感じでいうと、１１

月いっぱいまでにいろいろ球団とのやり取りをしなければならず、そこらへん

は段階を踏んでいくタイミングが難しいところがありました。あとクライマックス

シリーズや日本シリーズは、我々は独立局なので素材のやり取りがなかなか

できないことから、放送したＴＢＳやテレビ朝日の方に角田部長を介して連絡

を取ってもらったりとか、素材のやり取りが非常に難しくて。なにせベイスター



ズは約２０年ぐらい日本シリーズからかけ離れているので、なかなか日本シリ

ーズでのやりとりとか、球団とのやりとり、リピートのやり取りを憶えている者も

少なかったりとか、系列局のようにいろんな、そういう経験が少ないものです

から、そこらへんは比較的難しかったかなということを感じました。おおまかに

はそんな感じでした。 

山田委員長 ありがとうございました。放送は去年の１２月３０日でしたよね。収録はいつで

したか？ 

竹野プロデューサー １２月の中旬です。１２，１３日、そのぐらいです。 

山田委員長 その時には一般のお客さんは周りにいたんですか。 

竹野プロデューサー 昼間に撮ったので。 

山田委員長 前だったんですね。 

竹野プロデューサー 営業前に撮りました。 

山田委員長 それでは委員の皆さんからいろいろ意見をいただきたいと思います。委員の

皆さんの中にはベイスターズファンも巨人ファンも、広島ファンも阪神ファンも

いらっしゃると思いますが、これはあくまでもｔｖｋが制作したひとつの番組で

すので、そこはちょっと球団から離れて公平なコメントを期待したいなと思い

ます。それでは五大さん、トップバッターお願いします。 

五大委員 私はもちろんベイスターズファンですので。ファンにとっては最高に楽しくて

なにしろ放送されたのは３０日ですから、地元ならではの番組かなと思ったん

ですね。自分もそこの居酒屋に行って仲間とベイスターズのことをしゃべって

いるかのように。出ている方も強烈なファンだということもすぐわかります。

時々何を言っているのかわからないことがありますけど、それは感じでわかる

ので。途中笑ったり相槌を打ったりする場面もあって。これは本当に地元なら

ではの、「オイオイ」とテレビに手が届きそうな、そういうものを感じて、とても面



白かったし、いいんじゃないでしょうかね。ただ一か所だけ、背広を着た方が

上着を着ていたけど、最初は違和感があって、「着るなら着る、脱ぐなら脱げ」

と思ったんだけど、でも「居酒屋のおじさん」と言っていたので、「おじさんは

ああいうことをするな」と思ったので。とにかくアットホームな感じで、私はとて

も好感が持ててファンとしても良い番組でした。 

山田委員長 ありがとうございました。続きまして林さん、お願いします。 

林委員 ベイスターズファンなら、だれでも楽しく過ごせるよくある番組だと思います。

「ベイスターズファンは満足度の敷居が低い」とか。あの吉川さんはとくに有

名な方らしいですね。作家の何とかという方が「ベイスターズファンは上品で

スマートだ」と本で書いていらっしゃいましたが、どこかそういう感じがして好

感が持てましたね。楽しく、あまりしかつめらしくああだこうだというのではなく、

楽しければいいんじゃないかという番組だと思うんですね。あそこはどうだ、こ

こがどうだというよりも、楽しく過ごせたらいい番組だと思いました。ただ、藤木

さんが出ていましたが、当然スポンサーのあれは入ると思いますが、藤木さ

んはお出にならなくてもよかったのかなと。三浦さんがお出になるのはいいで

すが、コメントも非常にきちっとしたコメントで、「非日常空間のスタジアムで、

皆さんに楽しんでもらって元気をつけてもらう」という、非常にいいコメントを話

されていてよかったんですが。藤木さんを相手にしなくても良かったのではな

いかと、これはいじわるなあれかもしれませんが。そういう気がしました。お一

方で出てきてもいいし、ｔｖｋの女性アナウンサー、スポーツ担当の方が相手

をなさってもよかったんじゃないかと思いました。それから少しですが、球場

設備のことに触れていましたよね。あれは、東京五輪であそこでソフトボール

とかをやるというお話になったんだと思いますが、それも説明がありましたが、

どうせだったら、あれもちょっと突然違和感があるような話で、理由はわかる



んだけど。説明するんだったらもうちょっとこういう背景だったということも、もう

少し話してくださってもよかったのかなと。下園さんが出られたのは引退され

るからですよね。私は下園さんはもうちょっとできるんじゃないかと思っていた

んですが、引退の理由が「横浜で最後までやりたかった」という、いろいろご

事情があるかと思うんですが、なかなか女性の人気が高くて。嫌味を言って

いましたけど。楽しく拝見しました。藤木さんのところも。 

山田委員長      今、ありあけハーバーの会長の話が出ましたが、言い分その他、いろいろある

と思いますが、それは最後にまとめてお願いします。では続いて二宮さん。 

二宮委員 私も年末にベイスターズの活躍を一年間振り返って、これはビデオとして永

久保存版にして、何度も見直すようないい出来だったなと思っています。ア

ナウンサーの方が非常にいい雰囲気だなと思いました。非常に真面目そうな

方で。台本をきっちりと。周りの雰囲気がめちゃくちゃにしゃべるところがあっ

て、あの方だけは台本を一生懸命進めようという雰囲気が出て面白いなと思

いました。時間配分の中で、やはりトークの部分と画像の部分はうまく配置さ

れていてバランスも良かったのかなと。ただ１点、せっかく１０大ニュースが１０

個並んだわけなので、そのタイトルがずっと下の方にあったんですが、まずタ

イトルがバーンと出て、それが画像とつながるというのが見やすかったかなと。

それで１０個全部出したわけじゃないんですよね、出ていなかったものもある

ので、できればせっかく思い出話なので、そういうふうになっていたらもっと嬉

しかったかなと思いました。以上です。 

山田委員長 はい、ありがとうございました。それでは白石さん、お願いします。 

白石委員 ゲームのＶＴＲを拝見したところ、大体見ているんですね。ずいぶん昔のこと

だなと。感動したんですね、我々は。最初は負けていて同点して逆転した。

それが非常によかったと。まさにこのシーズンは、我々見る者の気持ちを熱く



するいい一年だったと思いました。それでやはり下園さんですか、引退される、

あれだけのキャラクターを持っていながら、引退せざるを得ない。だから若い

人が台頭しているんだろうと思うんですね。だからその辺もちょっと、しにくい

んだろうけど、「あいつが頑張るから、俺はやめるんだ」と、酒を飲むんだった

らそのぐらい後輩を勇気づけした方がいいのではないかと。花束とかもらうと、

なんか暗くなっちゃうんですよね、下園さんがいなくなるってことが。三浦大

輔さんは、ありあけの藤木さんが「早く監督になったらよかったんじゃないか」

というのは、ラミレス監督に失礼だと思います。我々はいずれ三浦大輔さんが

監督になるのも見たいけど、あそこで言わなくてもいいと思います。それから

ビールか酎ハイか何かが出ていたので、もっとガブガブ飲ませてあげればよ

かったのに、と思いました。ビールを途中で下げたり。ラミレス監督とか筒香

選手とかは、「ありがとう！ベイスターズ」には欠かせない人だと思うから、声

を聞きたいと思いました。それから林さんも言っていましたけど、トークが男性

なので、ファンも半数は女性だと思います。どういう方がいいのか私にはわか

りませんけど、酒豪の女性もいらっしゃると思いますから、できたら女性が入

ったらいいなと思います。それから関内の居酒屋さん亀松はしょっちゅうワイ

ワイ騒いでいるんですかね。 

竹野プロデューサー 試合が終わるとファンが集まるというような。 

白石委員 終わってから。試合中じゃなくて。 

竹野プロデューサー 試合中もテレビを見ながら。 

白石委員 そうしたら難しいだろうけど、一年を通して勝ったの負けたのとバカ騒ぎをす

るところもちょっと入れた方が。画面に登場するわけですよね、ファンが。そう

したらいいかなと思いますが、それは年中やるのは難しいでしょうけども。特

にクライマックスのところは、撮っておいた方がいいかなと感じた次第です。



以上です。 

山田委員長 はい、ありがとうございました。続いて吉川さんお願いします。 

吉川委員 ファンは、１年を総括するときに何が見たいんだろうなということを考えたとき

に、やはりもうちょっと。たとえばクリーンナップ３連発から始まる８月２２日から

の劇的な３連続サヨナラシーンは、もっと当時のことが何回でも反芻したいと

いうのがファン心理だと思うので、駆け足でシーンが終わっちゃったのはもっ

たいなかったなと。ゲームシーンがもうちょっと丁寧に扱われても良かったの

かなと。皆さんもおっしゃっているように、吉井アナの語り口も良かったし、そ

れからゲストとして出られた野村さんも、大好き度が伝わってくる村瀬さんも

吉川さんも、座談会自体のトークは非常に好印象でした。ただ、私も、林さん

がおっしゃっていたように、スポンサーの関係もあると思うんですが、なんで

藤木さんが出て来て三浦さんのインタビューなのと。私自身は三浦さんのイ

ンタビューすらもいらないという立場で。そしてハーバーがいちいち画面の隅

に移ってくるというのが本当にいかにもという。私はむしろハーバーの印象を

考えたら、コマーシャルの合間に何も言わなくて、ただ番長が出て来るだけ

のＣＭを流す方が、よほどみんながスッと爽やかな印象でまとめられたんじゃ

ないかなと思って。それよりはやはり少しでも印象に残る試合シーンだったり。

途中でちょっとだけロッカールームのシーンが映ったりしたしたことがあったと

思いますが、普段なかなか見られないシーンがこうして出てくると、やはりファ

ンにはたまらないと思うので。試合中の表情だとかキャンプから鍛えていたと

きのみんなのひたむきな様子だとか、そういうものから追っていって、１年これ

だけドラマチックな感動的な年だったので、いくらでも素材はあったと思うの

で、もっと今シーズンのペナントレースに焦点を当ててもらえたらなと。レジェ

ンドマッチもいい企画だったと思いますが、それよりはペナントレースに照準



を当ててほしかったな。どなたかもおっしゃっていましたけど、時期的な問題

もあったと思うんですが、この番組の仕込みの、ラミちゃんの一言はもらって

ほしくて。電話インタビューでもなんでもよかったので。やはり監督登場シー

ンがなかったのは残念だったなと。下園さんが出てきたというのは非常によか

った、いい企画だったと思います。以上です。 

山田委員長 ありがとうございました。布施さん、お願いします。 

布施副委員長 私も非常に楽しく見ました。昔から、横浜ホエールズの頃から、僕はあの球

団はあんな楽しいのに、なんでいつも勝てないんだと。もうちょっと厳しくいか

ないと、勝負だから勝てないんだろうと思っていたら、中畑がやってきて。あ

の人は厳しく監督業をやっていたように感じていたけど、だけど中畑さんがあ

れだけやっても全然変わらなくてだめで。それでラミレスさんが来てポッと勝

っちゃった。どうしてだろうと。どうして勝てるのか。今年勝ったから来年も勝

たなきゃならないんだから、そんなことばかりをテレビでいう必要はない、楽し

い番組だけど、ちょっとそういう専門的なところがもう少し入って、なるほどなと。

来年に向けて可能性はあるんだと。中畑さんのあの悲劇的な顔は見たくない

と。実はちょっと中畑さんの悪口を言ったけど、中畑さんを個人的に知ってい

ますから、言ってもいいかなと。そういうことを考えてみたら、どこかでちょっと

プロ的な、来年はどうするかという分析をすると、もっと期待が持てる、あるい

は持てないということになって、来年も球場に行こうという気持ちになるんじゃ

ないかなと思いました。私もかつてはこの頃はなかなか面倒くさくて、チケット

も手に入らないから行かないけど、昔は私が関係している職場の卒業生が

球団の会長さんだったこともあって、昔はよく行っていた。それはそれで楽し

かったけど、同時にどうすればいいのと。イライラと。ベイスターズのファンが

集まっている一杯飲み屋さんに行くと、すごく厳しい雰囲気でみんなやけ酒



を飲んでいる。そういうことだけじゃなくて、なおかつプロフェッショナルの分

析もあっていいんじゃないかなと。それがあると、もっと楽しく、野球、つまり娯

楽であると同時にスポーツなんだから。スポーツ的に厳しい原理が働いてい

るわけでしょう。その辺がどう混ぜると、いろんなファンの方に対応できるのか

なと。ただ飲んでよかったというだけじゃ。「よかった」と言っている人たちの中

に「来年大丈夫なのかな」というのが、チラチラ見えているような気がした。娯

楽番組であると同時にスポーツ番組であるというふうにすると、もうちょっと見

る人が安心して見られたかなと。私個人にとっては、面白かったけど、ちょっ

と不安の残る番組だったなと思いました。以上です。 

山田委員長 ありがとうございました。布施委員は不安の残るコメントを残しましたが、不安

を解消するコメントを。私はこの番組を楽しく拝見させていただきました。まず

解説の野村弘樹さん、ＰＬ学園のＯＢで非常にメリハリの効いた解説を聞いて、

私は野村さんの実況の解説の時は一番安心して見たり聞いたりしています。

それからｔｖｋの吉井アナウンサーは、料理の中のスパイスの役目を果たして

いて、非常にわかりやすく伝えていました。それから吉川さんと村瀬さんは、

どういう人たちかは存知上げませんが、いろいろなシーンを知っていて、思

い出しては言ったり書いたりしていましたね。吉井さんと野村さんがこういう場

面を伝えるのはプロですから当然だと思うんですが、一ファンの吉川さんと村

瀬さんがいろいろなシーンを思い出して、それを言葉にしている。それでそ

の言葉にしたのを、何か映像で同じようにやってくれたらわかりやすかったな

と。山﨑のジャンピングの場面なんかありましたね。突然指名されて出てきた。

そのときに観客が中途半端な状態でジャンピングしたというようなこと。それも、

もし映像で紹介できるのであればやってほしかった。それと、これは何度も出

ていますが、三浦大輔さんの最後の言葉。これは長嶋の「ジャイアンツは永



遠に不滅です」というようなことを言って、それが語り草になっていますが、そ

のことをインタビューじゃなくて、ありあけの会長インタビューと三浦大輔さん

の話の中じゃなくて、別途でやってほしかったなと。先ほどから出ています３

連発、８月の広島戦。あれは阪神時代のバース・掛布・岡田、これに匹敵す

る非常に快挙だったんですよね。私はこの３連発だけでも１０分か１５分ぐら

いの番組にして、印象付ける方法もあったんじゃないかなと。バース・掛布・

岡田と今の筒香・ロペス・宮﨑は、またちょっと時代が違い、ファン層も違うと

思いますが、それは今お話ししましたように、阪神の時代と同じような印象を

持ちますので、あのところはもうちょっと長く時間を取ってやっていただきたか

ったなという感じがいたします。それとやはり気になったのは、これは民放で

すから仕方のないことですが、ちょっとやはりコマーシャルが随所に入りすぎ

ていたなという感じがいたします。これは先ほどもどなたかが言っていました

けど、ありあけのハーバーの会長さんはあれだけ出てきたから、本人も出なく

てもよかったんじゃないかと。すみません、営業的なジャッジも言ってしまって

申し訳ないんですが。全体的には本当に楽しい番組として拝見させていた

だきました。コマーシャルも含めてあっという間の一時間だったような感じがし

ました。そういうことで今年もちょっと、布施副委員長は不安が残ると言ってい

ましたが、私は今年もやってくれるんじゃないかなというのがあります。それは

番組からちょっとはずれたところで、意見を言わせていただきました。以上で

す。何か言い足りないこと。 

吉川委員 あと１０大ニュースのところにラミレス監督の采配が入っていたのだから、やは

りクライマックスシリーズでの今永のリリーフ起用とか、話題になったものを触

れてもらってシーンもあわせて出してほしかったなと思いました。すみません、

それを言い忘れました。 



山田委員長 他にございませんか。それでは竹野プロデューサーから。いろいろ疑問や意

見が出ましたので、何か。反論したいこともありましたら。 

竹野プロデューサー いえいえ。いろいろ貴重なご意見をありがとうございました。ラミレス監督の采

配とか、日本シリーズでの采配とか、山崎康晃投手が９回ではなく８回に出て

来てとか、本当に映像として入れたいのはやまやまだったのですが、実はこ

れは制作の裏側というと変ですが、実は吉川さんとか野村さん、村瀬さんに

「こういう、思い出に残るシーンを選んでください」というときに、我々が中継し

た試合じゃないと素材が使えないので。「うちが中継した３０～４０試合ぐらい

の中から選んでください」みたいな言い方をしている部分もあったのです。な

ので日本シリーズの素材も使えないですし、山崎康晃投手が８回で出てきた

シーンもインサートで入れたいんですが、実は使えないという権利的な裏が

あったというのが、泣く泣くというところではありました。なので実は今、この流

れているシーンはすべてｔｖｋが中継した試合の映像を使っているというような

裏がありまして。正直、制作費がふんだんにあったらバンバン素材を買って、

いくらでも使えたんですが、そういうせめぎ合いがありました。結構吉川さん

や村瀬さんはファンの間で知られていて、村瀬さんについては大洋ホエール

ズ時代からずっとファンで、本も書かれているぐらいの方です。吉川さんにつ

いても「ベイスターズ芸人」と名乗っていて。本当は電車が大好きで電車の番

組とかでかなり全国ネットで出るような方なんですが、最近はベイスターズの

仕事を多くやっているので、結構オフィシャル的にという変ですが、ベイスタ

ーズのファン感謝デーの司会も、吉川さんは球団から依頼されてやっている

ぐらいの知名度が出てきた方です。逆に言うと、今ベイスターズを好きなタレ

ントさんだったり、このレベルまでしゃべられなくても結構トークができる女性

の方とか、もしいらっしゃったら今後も混ぜていきたいなと思っている次第で



す。実はベイスターズは、ＤｅＮＡになるまでは人気球団とは言えなかったの

で、そういうタレントさんや著名の方は少なかったので、これからどんどん増

やしていければなと思っています。あと野球の目線に関してお話を受けまし

たが、放送の尺の都合上、あくまでこの番組は、ワイワイ、ガヤガヤとバラエ

ティっぽくというのを一つのコンセプトにやっている番組です。その野球的な

目線、ラミレス監督のコメント、選手のあのシーンはこうだったというのは、実

は「ニュース９３０」という番組でスポーツコーナーがあって、年末に特集をや

ったりしました。秋季キャンプに行って、ラミレス監督に今シーズンを振り返っ

てもらって、「采配はこういう意図でやった」とか、「あのシーンはこういう裏が

あって、こういう選手を起用した」という、ちょっとスポーツ的な切り口の特集に

ついてはニュースで放送していたというのがありまして、今回はあくまでバラ

エティっぽく、ほんわかした番組を作りたいなという意味でトークに終始したと

いう意図がありました。以上です。 

角田スポーツ部長 私から付け加えて、若干の。先ほども何名の方からお話をいただきました、

三浦大輔さんと藤木さんのトーク。これは皆さんもおわかりの通り、いろいろ

営業的な事情もございまして。番組を作るには制作費がないと作れませんの

で、まずはそれを補助していただける非常に有り難いという。そういう意味で

はうちの放送を使ってＰＲしていただくというのは、非常にお互いにメリットが

あるところだと思います。確かに見せ方はいろいろあると思いますので、今後

いろいろ考えていきたいところでありますが、これはうちの営業の担当が先方

との打合せの上で考えていくところでもあります。 

山田委員長 一つ些細な事ですが、気になったことですが、番組途中でスタメンとローテ

ーションというのが吉井アナからありましたよね。どなたかが、「えー、まだ早

いんじゃないんですか」と言いながらももう出かかっているわけですが、ああ



いうときは「待ってました」というような感じで４人がバーンと出した方が盛り上

がったんじゃないかと。「待ってました」という感じで上げた方がより盛り上がっ

たような気が、個人的にはしています。他にどなたか言い足りないことがあり

ましたら、布施さんは。 

布施副委員長 いいんですか。さっきも言ったように、不安が残るところはあるんですが。今

年はどうだ、来年はどうだと思っちゃうわけ。若干の知り合いだから中畑みた

いに、ラミレスさんがなると困るなと、ラミレスさんがどういう戦略を立てて何を

やっているのかというのは、あまりファンにとっては見えないよね。なんとなく。

でも野球を昔高校とかにやっていた奴から言わせると、野球で勝つのは偶然

じゃなくて必然じゃなきゃだめなんですよね。きちっとした論理で勝っていか

ないといけないから。そういうスポーツでしょう。そういうところがもっと出てくる

と、来年も再来年も大丈夫だぞという気にもなるけど。なんかニコニコしちゃ

って、ラミちゃんが出てくると雰囲気で勝っちゃったみたいで、大丈夫なのと

思っちゃうの、俺は。個人的に。 

山田委員長 でもラミレス監督はすごく緻密ですよ。 

布施副委員長 とにかく今年は勝負だよね。 

竹野プロデューサー 今年は正直下がる要素がないので。キャンプとか行っていますけど、どの記

者、どの解説の方も、間違いなくペナントレースで上が狙えるという話は聞き

ますね。 

布施副委員長 なんとかやってもらわないと。スタジアムの運営も困っちゃう。横浜市もお金を

出していますからね、市としても困るんじゃない。野球のことだけじゃなくて営

業の問題でも。 

山田委員長 それでは盛り上がっているところですが、時間も来ましたので、３番目その他

報告事項に行きたいと思います。 



近藤編成部長 はい、それでは視聴者対応について報告をさせていただきます。１月１３日

から２月１６日、電子メールは７,９４１通、お電話は５９４件で、ご覧のようなご

意見をいただいております。めくっていただいて、お問合せメールは「猫のひ

たいほどワイド」が群を抜いていますが、「あっぱれ！KANAGAWA 大行進」

「かながわ旬菜ナビ」等へのお問い合わせをいただいております。こちらは以

上です。 

山田委員長 ありがとうございました。視聴者対応について説明がございましたが、何かご

意見やご質問がございましたら。 

二宮委員 すみません。これ、つながっていないかもしれませんが、先ほど吉川先生か

ら、３月の特別番組で東北地震がらみのものはないのか、というご質問があり

ましたが、今「旬菜ナビ」で福島の企画を、多分。３月ぐらいにオンエアです

か。 

近藤編成部長 ３月の取材で、放送は３月中か４月にこぼれるのかなと。オンエア日はまだ。 

二宮委員 ちょうど福島もだいぶ規制が緩くなってきたので、農家の元気さを伝えたいと

いう考えでやっていますので。すみません。 

山田委員長 よろしいですか。視聴者対応について、何かご質問等は。ございませんか。

では前回の番組審議会の報告です。 

近藤編成部長 それでは、前回の放送番組審議会の議事報告になります。 

            議  事  報  告 

山田委員長 本日の議題はすべて終了いたしましたが、何かお話ししておきたいこと等が

ございましたら。どうぞ。 

山田委員長 よろしいですか。他にお伝えしたいことはございませんか。ないようでしたら、

今日はこれにて閉会とさせていただきます。 
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